
凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

徳
島
の
最
賃
84
円
上
げ（
３
面
）、小
泉
氏
の
気
に
な
る「
規
制
緩
和
」（
４
面
）

　

今
年
は
世
界
的
に
も
選
挙
の
年

だ
。
日
本
も
岸
田
総
理
が
国
民
の

信
頼
を
失
っ
て
退
陣
を
決
め
、
次

の
総
理
へ
自
民
党
史
上
最
多
候
補

者
数
の
総
裁
選
挙
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
る
。
対
抗
す
る
立
憲
民
主

党
も
任
期
満
了
に
よ
る
代
表
選
挙

に
４
名
が
立
候
補
し
、
７
日
か
ら

選
挙
戦
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
立
候

補
条
件
で
あ
る
20
名
の
国
会
議
員

の
推
薦
確
保
で
、
泉
代
表
で
す
ら

ギ
リ
ギ
リ
駆
け
込
み
と
な
り
、
吉

田
ひ
ろ
み
候
補
は
、
当
日
の
締
め

切
り
直
前
と
い
う
「
綱
渡
り
」
で

初
出
馬
に
こ
ぎ
着
け
た
。
大
き
な

瑕
疵
も
な
か
っ
た
若
き
泉
代
表
も

出
馬
で
き
た
し
、
女
性
で
衆
議
院

１
期
生
も
候
補
者
に
な
り
、
野
田

元
総
理
大
臣
や
枝
野
元
官
房
長
官

と
い
っ
た
重
鎮
と
た
た
か
う
。
と

り
わ
け
江
田
憲
司
元
代
表
代
行
の

吉
田
候
補
支
援
一
本
化
の
決
定
に

は
拍
手
を
送
り
た
い
。
後
は
、堂
々

と
自
民
党
と
は
違
う
立
憲
民
主
党

の
政
策
論
争
を
展
開
し
て
欲
し
い
。

何
よ
り
も
、
世
襲
候
補
が
い
な
い

の
が
す
が
す
が
し
い
。（
峰
）

　

道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
商
工
連
盟
と
同
協
同
組

合
は
９
月
５
日
、
第
28
回「
親
睦
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
」を
ダ
イ
ナ
ス
テ
ィ
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
北
広
島
（
北
広
島
市
）
で

開
き
ま
し
た
。９
月
６
日
で
創
立

50
周
年
を
迎
え
る
道
商
工
連
に
と

っ
て
記
念
す
べ
き
大
会
で
す
。

　

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
は
峰
崎
直
樹

道
商
工
連
会
長
を
は
じ
め
、
道
商

工
連
会
員
、
友
誼
団
体
な
ど
７
組

28
人（
男
性
27
人
、
女
性
１
人
）が

参
加
し
て
交
流
と
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

　

コ
ー
ス
は「
し
ら
か
ば
」と
、「
ら

い
ら
っ
く
」か「
あ
か
し
や
」の
二
手

に
分
か
れ
、
開
始
は
午
前
８
時
。お

天
気
は
爽
や
か
な
高
曇
り
で
林
間

を
渡
る
風
が
心
地
よ
い
絶
好
の
ゴ

第
28
回
道
商
工
連 

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
│
ダ
イ
ナ
ス
テ
ィ
Ｇ
Ｃ
北
広
島

爽
や
か
な
天
気
に
恵
ま
れ
和
や
か
に
交
流

ル
フ
日
和
に
な
り
ま
し
た
。

　

ダ
イ
ナ
ス
テ
ィ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
北

広
島
は
、日
本
プ
ロ
ゴ
ル
フ
選
手
権

も
行
わ
れ
た
人
気
の
ゴ
ル
フ
場
。傾

斜
に
富
ん
で
変
化
が
あ
り
、高
い
戦

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

優勝の辻田一浩さん（左）と峰崎直樹会長

 ９月（No.507号）
2024 年（令和 6年）９月10日
発 行 人
　北 海 道 商 工 連 盟 ・ 同 協 同 組 合
　札幌市中央区北 4条 12 丁目 ほくろうビル
　電話（代）211-4162   FAX 233-2120
                ＨＰ http://www.dousyoukouren.com
               Ｅ-mail:info@dousyoukouren.com
毎月10 日発行 /１部 130 円（年 1，500 円）

道商工連50周年記念祝賀会

と　き　９月 18 日（水）18 時から

ところ　ホテルポールスター札幌

会　費　１０，０００円

　（札幌市中央区北 4 西 6）

　北海道商工連盟は本年 9 月６日で創立 50 周年を迎えました。
つきましては、50 周年記念祝賀会を下記の通り開催いたしますの
で、多数の皆さまのご出席をお願いいたします。
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略
性
が
求
め
ら
れ
る
コ
ー
ス
で
す
。

　

優
勝
は
連
合
北
海
道
の
辻
田
一

浩
さ
ん
で
、「
し
ら
か
ば
」39
、「
あ
か

し
や
」42
、ハ
ン
デ
ィ
９
・
６
、
ネ
ッ

ト
71
・
４
で
し
た
。表
彰
式
で
、
峰

崎
会
長
か
ら
優
勝
カ
ッ
プ
と
記
念

品
を
受
け
取
り「
歴
史
あ
る
コ
ン
ペ

で
優
勝
で
き
嬉
し
く
思
い
ま
す
」と

語
り
ま
し
た
。

　

準
優
勝
は
衆
議
院
議
員
お
お
つ

き
紅
葉（
く
れ
は
）事
務
所
の
下
山

大
輔
さ
ん
。ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
は
81
で

優
勝
し
た
辻
田
さ
ん
で
し
た
。成

績
上
位
者
は
左
上
の
表
に
掲
載
し

た
通
り
で
す
。

   1 辻田　一浩  39 42 81 9.6 71.4
   2 下山　大輔  41 42 83 10.8 72.2
   3 高橋　直樹 48 46  94 20.4 73.6
   4 木下　真一 50 49  99 25.2 73.8
   5 向田　　修  43 42 85 9.6 75.4
   6 村田　　仁  46 50 96 20.4 75.6
   7 永井　良則 46 48  94 18.0 76.0
   8 蓮本　　武 49 49  98 21.6 76.4
   9 廣澤　　健 44 54  98 21.6 76.4
 10 川幡　宏一 50 51  101 24.0 77.0
 11 氷見　　敦 50 51  101 24.0 77.0
 12 平賀喜代行 49 52  101 24.0 77.0
 13 遠藤　　隆 54 53  107 30.0 77.0
 14 太田　哲寛 53 52  105 27.6 77.4
 15 清川　　豊 53 45  98 20.4 77.6
 16 橘　　啓輔 52 50  102 24.0 78.0
 17 峰崎　直樹 52 50  102 24.0 78.0
 18 天辰千代美  45 50 95 16.8 78.2
 19 井上　博己 55 46  101 22.8 78.2
 20 西條　馨昌  51 48 99 20.4 78.6

ゴルフコンペ成績上位者 （敬称略）
順位 氏　　名 らいらっく    しらかば    あかしや        グロス         ハンディ    ネット

　競技は新ペリア方式で、順位は18ホールストロークプレイで、指
定の２コースを合わせたダブルペリア方式。同ネットの場合はローハ
ンディ者上位、年長者上位で決定しました。

　

今
回
の
コ
ン
ペ
の
賞
品
は
、
ゴ
ル

フ
バ
ッ
ク
や
お
米
券
な
ど
を
提
供

い
た
し
ま
し
た
。ま
た
次
の
皆
さ
ま

か
ら
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
（
株
）ア
ラ
、（
有
）ア
ッ
ク
ス
、（
株
）

Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
、勤
労
者
安
全
セ
ン
タ

ー
、
国
民
民
主
党
北
海
道
総
支
部

連
合
会
、佐
藤
水
産（
株
）、（
株
）札

幌
メ
ー
ル
・
サ
ー
ビ
ス
、自
治
労
北

しらかば１番で氷見敦さんのティーショット

あかしや９番で下山大輔さんのパター

しらかば９番でカートにもどるメンバー＾
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全
国
最
大
上
げ
幅  

徳
島
県
が
84
円

地
域
最
賃
の
議
論
へ
大
き
な
波
紋
を
巻
き
起
こ
す

海
道
本
部
、（
株
）ダ
イ
ナ
ス
テ
ィ
ー

リ
ゾ
ー
ト 

、（
株
）テ
ィ・エ
ス
・エ
ス
、

道
商
工
連
青
年
経
営
者
協
会
、

（
株
）
日
本
ト
リ
ム
、
北
海
道
教
職

員
組
合
、
北
海
道
勤
労
者
住
宅
生

活
協
同
組
合
、
北
海
道
労
働
金
庫
、

ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
、
立
憲

民
主
党
北
海
道
総
支
部
連
合
会
、

　

本
年
の
都
道
府
県
別
最
低
賃
金

の
改
定
額
が
８
月
末
に
確
定
し
ま

し
た
が
、
徳
島
県
の
引
き
上
げ
額

が
断
ト
ツ
の
84
円
と
な
り
、衝
撃
が

走
り
ま
し
た
。

連
合
北
海
道
（
五
十
音
順
・
敬
称

略
）。

　

ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

青森秋田

福島

茨城群馬

千葉埼玉

山梨 東京

神奈川

岩手山形

新潟
石川

栃木

宮城
富山

福井兵庫岡山広島

山口

長野

岐阜

静岡大阪

京都

愛知

三重

奈良

和歌山

北海道

鳥取

滋賀

島根

徳島

香川大分

佐賀

長崎

熊本 宮崎

鹿児島
沖縄

愛媛

高知

福岡

全国平均 953

952

973931
984

998

984

1010

1052982

998

10011058

972

1020

1114

986
952

992

980

1034

1077

1023

1004

988

1162

1163

955

1005985

957962

1017980

970954

952

953

952

956

953

952

956

1078 1076

955

951

1055

（
時
給
・
円
）

全国の最低賃金（2024 年）
　最高額は東京都の 1163 円、最低額は秋田の
951 円で、その差は 212 円。徳島は目安の 50
円を大幅に上回る84円増の980円になった。

　

全
国
的
に
は
中
央
の
審
議
会
が

「
め
ど
と
し
て
50
円
の
引
き
上
げ
」

を
示
し
た
の
に
対
し
、
半
数
を
超

え
る
27
県
で
そ
れ
に
上
乗
せ
し
て

引
き
上
げ
た
こ
と
も
特
筆
さ
れ
ま

す
が
、徳
島
県
で
、従
来
と
は
根
本

的
に
異
な
る
取
り
組
み
が
あ
り
ま

し
た
。

知
事
が
突
出
を
リ
ー
ド

　

道
商
工
連
の
峰
崎
直
樹
会
長
が

「
チ
ャ
ラ
ン
ケ
通
信
第
５
３
３
号

（
９
月
２
日
付
）」で
、
今
後
の
地
域

最
賃
の
あ
り
か
た
に

つ
い
て
、
詳
し
く
提

言
し
て
い
る
の
で
、そ

の
中
か
ら
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

　

朝
日
新
聞
８
月

30
日
朝
刊
に
よ
る

と
、
徳
島
県
で
異
例

な
突
出
を
リ
ー
ド
し

た
の
は
後
藤
田
県
知

事
で
、
県
の
審
議
会

に
対
し
て
「
全
国
ワ

ー
ス
ト
２
位
と
い
う

現
状
を
勘
案
し
、十
分
な
議
論
を
」

「
特
に
若
者
の
将
来
に
対
す
る
不

安
感
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
」と
強
く
要
請
し
て
い
ま

し
た
。

他
府
県
と
比
較
し
て
立
ち
位
置

　

ど
う
や
っ
て
９
８
０
円
と
い
う

水
準
に
導
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。徳

島
県
審
議
会
の
説
明
に
よ
る
と
、

生
計
費
や
物
価
な
ど
他
の
都
道
府

県
と
比
較
し
て
徳
島
県
の
立
ち
位

置
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
「
中
位
よ

り
上
」だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
で

あ
れ
ば
最
低
賃
金
水
準
の
真
ん
中

は
９
３
０
円
で
あ
り
、
そ
こ
に
全

国
の
賃
上
げ
目
安
の
50
円
を
加
え

た
９
８
０
円
が
今
年
の
答
申
額
と

な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

つ
ま
り
、ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
今

ま
で
の
よ
う
な
昨
年
の
決
定
額
８

９
６
円
（
最
下
位
か
ら
２
番
目
の

低
さ
）
で
は
な
く
９
３
０
円
に
し

た
こ
と
が
他
の
都
道
府
県
に
比
較

し
て
特
異
な
も
の
と
な
っ
た
わ
け

で
す
。

　

同
審
議
会
会
長
の
段
野
聡
子
徳

島
大
学
教
授
は
「
国
の
目
安
あ
り

き
で
算
出
し
た
の
で
は
な
く
、や
り

方
を
変
え
た
」
と
明
言
。「
知
事
な

ど
か
ら
『
地
域
の
経
済
状
況
が
十

分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
』
と
の
意

見
が
あ
っ
た
か
ら
だ
」
と
述
べ
て
い

ま
す
。後
藤
田
知
事
も
、「
日
本
の

新
し
い
モ
デ
ル
と
し
て
、
し
っ
か
り

国
に
受
け
止
め
て
ほ
し
い
」と
泰
然

自
若
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

労
務
費
上
昇
よ
り
人
手
不
足

　

一
方
、
経
営
側
に
非
常
に
厳
し
い

内
容
で
す
が
、
県
に
は
中
小
事
業

者
に
例
年
通
り
支
援
を
し
っ
か
り

と
お
願
い
し
た
い
と
注
文
を
し
て

い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。経
営
側
の
抵

抗
が
意
外
に
弱
か
っ
た
の
が
注
目

す
べ
き
点
と
も
言
え
そ
う
で
す
。

　

多
く
の
中
小
企
業
に
と
っ
て
、
労

務
単
価
の
上
昇
以
上
に
人
手
不
足

の
方
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の

一
つ
の
証
し
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

こ
う
し
た
経
過
に
つ
い
て
、
労
働

経
済
が
専
門
の
法
政
大
学
教
授
山

田
久
氏
は
、
本
来
は
労
使
が
話
し

合
っ
て
決
め
る
立
て
付
け
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、「
目
安
制
度
の
ほ
こ
ろ

び
が
出
た
と
も
い
え
る
」
と
述
べ
て

お
り
、来
年
以
降
の
、地
域
最
低
賃

金
の
議
論
に
、大
き
な
波
紋
を
巻
き

起
こ
し
た
と
い
え
そ
う
で
す
。



（４）
　

次
期
総
理
大
臣
を
選
出
す
る
こ

と
に
な
る
自
民
党
総
裁
選
挙
が
９

月
12
日
告
示
、
同
27
日
投
票
で
す

が
、一
番
の
有
力
候
補
と
見
ら
れ
て

い
る
小
泉
進
次
郎
氏
が
同
７
日
の

出
馬
会
見
で
発
表
し
た
公
約
内
容

に
気
に
な
る
点
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
、「
聖
域
な
き
規
制
改
革
」

に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
完
全
解
禁

　

既
存
企
業
が
既
得
権
益
を
守
る

た
め
新
規
参
入
を
拒
も
う
と
し
て

い
る
「
象
徴
」
と
位
置
づ
け
た
の
が

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
で
、完
全
解
禁
を
打

ち
出
し
て
い
ま
す
。安
全
問
題
と
ハ

イ
タ
ク
業
界
の
死
活
に
か
か
わ
る

だ
け
に
、見
逃
せ
ま
せ
ん
。

働
く
人
は
み
ん
な
厚
生
年
金
へ

　

人
手
不
足
の
中
で
改
善
が
求
め

ら
れ
て
い
る「
年
収
の
壁
」問
題
で
、

働
い
て
も
手
取
り
が
下
が
る
「
年

収
の
壁
を
撤
廃
」す
る
と
し
て
い
ま

す
が
、「
働
い
て
い
る
方
に
は
原
則
、

厚
生
年
金
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
制

度
を
見
直
し
ま
す
」
と
し
て
い
ま

す
。厚
生
年
金
は
労
使
折
半
で
す

ネ
コ
が
逃
げ
子
が
鼻
血
だ
す

朝
７
時

花
火
見
て
リ
チ
ュ
ウ
ム
ど
う

の
言
う
彼
女

「
誰
食
べ
た
？
」
二
人
暮
ら
し

の
妻
が
聞
く

新
幹
線
夫
婦
喧
嘩
を
富
士
が

止
め

バ
イ
デ
ン
は
麻
生
さ
ん
よ
り

二
つ
下

Ａ
Ｉ
も
つ
い
に
記
憶
に
な
い

と
言
う

次
期
選
挙
問
わ
れ
て
い
る
の

は
有
権
者

若
者
よ
戦
地
嫌
な
ら
投
票
へ

な
ぜ
ロ
シ
ア
悲
し
い
曲
が
多

い
の
か

姉
妹
ほ
ど
話
が
続
か
な
い
兄

弟ハ
ン
サ
ム
と
イ
ケ
メ
ン
ち
ょ
っ

と
違
う
の
よ

パ
ス
タ
で
は
な
か
っ
た
頃
の
ナ

ポ
リ
タ
ン

徘
徊
を
せ
ぬ
よ
う
ポ
チ
を
爺

に
つ
け

七
回
忌
母
の
杖
ま
だ
玄
関
に 

　

    

（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

次
期
自
民
党
総
裁
候
補

小
泉
氏
の
気
に
な
る「
規
制
緩
和
」

か
ら
、
使
用
者
側
も
、こ
れ
ま
で
加

入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
低
収
入
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
新
た

な
負
担
が
増
え
ま
す
。

解
雇
し
や
す
い
制
度
導
入

　
「
労
働
市
場
改
革
」
の
本
丸
で
あ

る
解
雇
規
制
を
見
直
し
て
解
雇
し

や
す
く
し
ま
す
。大
企
業
に
職
業

訓
練
や
、
再
就
職
の
支
援
を
義
務

づ
け
る
と
し
て
い
ま
す
が
、雇
用
維

持
の
努
力
義
務
が
な
く
な
る
な

ら
、社
員
は
、も
し
も
に
備
え
た
預

金
を
し
、
個
人
消
費
は
減
少
し
て

景
気
の
足
を
引
っ
張
り
ま
す
。ま

た
、
年
功
序
列
賃
金
は
な
く
な
り
、

若
年
者
の
手
取
り
賃
金
の
大
幅
引

き
上
げ
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

残
業
規
制
の
緩
和

　

残
業
時
間
は
月
45
時
間
が
上
限

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
柔
軟
に
働
け

る
よ
う
に
す
る
と
し
て
い
ま
す
。過

労
死
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
日
本

で
、
残
業
の
規
制
を
緩
和
す
る
こ

と
が
「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
高
く
働
け

る
社
会
を
創
る
」
こ
と
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。（
青
）


